岷江入楚と『源氏物語三箇の大事』 by 小髙 道子
一五
古今伝受のみならず、源氏物語にも三ヶの大事があることが知られ
ている。 「いのこもちは三かひとつ」 「とのゐものゝ袋」 「揚名介」 の三項で、 『図書寮典籍解題
　
続文学篇』 （以下 『続文学篇』 と略す） は、三
条西実枝から九条稙通に相伝された資料を紹介している。実枝から稙通に伝えられたことから、実枝に学んだ中院通勝の岷江入楚に 同様の記述があることが期待される。岷江入楚はどのように『源氏物語三箇の大事』 （以下「三箇」と略す）を えたのであろうか。本稿では、岷江入楚とその周辺における 三箇』の記述を検討してみたい。本稿では、煩を避くため、書名に付す
　
』を省略した。
一
　
岷江入楚の『三箇』
まず、岷江入楚の注記を見てみよう。引用は源氏物語古註釈叢刊に
より、源氏物語古注集成の番号を付した。〇やうめいの介なる（夕顔
94）
（
1）
源氏物語三ヶの大事の一也（肩付ナシ）花
　
奥入云 （略）
　
河海にのせたる事みなあやまれり
　
別にこれを
しるすへし
　
河ノ義これを略す
〇みつかひとつにても（葵
682）
源の返答也
　
弄
　
三歟一にてもとよむ説ありと云々
　
此段三ヶ大事の一なり
　
口伝別ニアリ
　
秘同
（頭注） 「聞書四杯ヲハヽカリテ三ト一ト云也」
〇さふらひにとのゐものヽふくろおさ
く
みえす（賢木
213）
弄
　
三ヶの一つ也
　
秘同
花
　
ことなる事なけれとも秘事といひつたへたることなれはあら
はにしるすにおよはす河（略）
三項目とも、肩付に 「秘」 「箋」 とする注記がない。二項目には 「弄」
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として「三ヶ大事の一なり」とした後に「秘同」とはあるが、 「やうめいの介なる」については「源氏物語三ヶ大事の一也 とする注記に肩付が記されていない。また「箋」とする注記は三項目ともない。これらは三条西家にお て継承される秘伝ではないのであろうか。
古今伝受の三鳥について、実枝から細川幽斎が伝受した際の講釈聞
書を整理した伝心抄においても、 「三鳥の大事 のうちの一つであることは記されていない。〇もゝ千 り（二八）
種々ノ説アリ
　
鴬ト云
　
又色
く
ノ鳥トモ云
　
定家ノ申サレシハ
百ノ鳥也（以下略）
〇よふこ鳥（二九）
相伝ノ哥也
　
面ノ一義理ハヨフト云テ人ヲマヨハス心也
　
ハヤコ
く
ト鳴ヤウニ聞ユル也
　
是ハ春ノ旅行ノ哥也（略）
裏ノ説ハサシモナクコナタカナタニカヽリテ物サマタケニ成心也
 
猿丸カ哥也
〇いなおほせとり（二〇八）
是ハ説ノアル哥也
　
口伝アリ
　
哥ノ面ノ義理ハ一往先被仰也
　
顕
昭カ心 秋カクレハキタル鳥也（略）此哥ニテ色々ノマキ 出来 ソト云也
　
山鳥ト云
　
或ハ馬ト云
 
或ハスヽメナトヽ云也
　
一向不用
※（略）※※是カ本也
　
定家ノ是ハ先人ノ説同之
　
愚意ハ庭タヽキニヤトアリ
 
（
2）
秋ノ稲葉打ソヨク時分ニイナオホセ鳥ノ打鳴時ヤウ
く
カリモ鳴ヘキ
ト思ふニ如案雁ノ来タル心也
　
惣別物ヲ口伝スルハ秘事ナル事モアリ
 
又説ノ多事ハ異論ニ及間其義ヲヤメンカ為ニ秘事ニアラヌ事ヲモ口伝シテ秘事 云義モアリ［頭注］※〈先人ハ俊成也〉 、※※〈庭タヽキセキレイ也〉三鳥ともに「三鳥」 「切紙」など古今伝受の「三鳥の大事」の一つであることは書かれていない。また、記された内容は、実枝が幽斎に相伝した切紙 大きく異なる。秘説として伝えられる内容については、講釈では伝えるこ をしなかったのであろう。岷江入楚に『三箇』についての記述がない 、同様であろう。
二
　
源氏伝受
それでは『三箇』はどの様に継承されたのであろうか。次に、宮内
庁書陵部に伝わる源氏伝受の書類を見てみよう。宮内庁書陵部には九条稙通が幽斎に与えた証明状が伝わる。
源氏物語、称名院右禅府之講談之秘説、三光院内府口决在別、不遺一事令相伝畢、被守一紙之旨、堅く可被秘心底者也、穴堅々々　
閏五月九日
　　　　　　　　
（花押）
　　
玄旨法印御房
「称名院右禅府之講談之秘説」 「三光院内府口决在別」とあるから、称名院公条の講談により伝えられた秘説と、それとは別に伝えられた
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三光院実枝の口决とをあわせて相伝したことがわかる。稙通は公条の講釈を聴いたとされるが、 『三箇』と推定される口决について 「三光院内府口决」すなわち実枝の口决が「在別」別にあったという このことは、幽斎が稙通に提出した誓状にも記されている。
源氏物語一部之義、称名院殿講談之御抄出并三光院殿口决等奉授
 
禅定殿下御説、謾不可令漏脱、若於背此旨者可罷蒙住吉玉津島両神、石山薩捶 冥罰者也仍起請文如件　
天正十六年閏五月七日
　　　　　　　　　　
法印玄旨
　　
唐橋殿
これらの相伝書類から、九条稙通は公条の源氏物語講釈を聴いたも
のの、 『三箇』 については実枝から伝受していることがわかる。稙通が受けた相伝証明状も実枝によるものであった。
やうめいのすけなる人（以下『三箇』の内容を略す）右源氏物語三ヶ秘决、以相伝之正説、謹而奉授禅定殿下　
天正二年四月廿日
　　
権大納言実澄
これらの資料から、稙通の源氏学は、公条の源氏物語講釈を受け、秘説は実枝から伝えられたと推定される。古今伝受の切紙においては、基俊に始まる相伝の系図が付されているが、 『三箇』 においては公条の名さえ見られない。 『三箇』はどのように継承された であろうか。
三
　
三条西家の源氏伝受
伊井春樹氏の『源氏物語注釈書・享受史事典』は、 「源氏物語三箇大
事切紙」 「源氏物語三ヶ之伝授」の「著者」について、次のように記す。「源氏物語三箇大事切紙」本来は一条兼良から始まったのだが、伝来の過程で内容的 は簡略化され、他の秘伝も加え れるにいたる。「源氏物語三ヶ之伝授」一条兼良前者には実枝から稙通への相伝の切紙が引用され、その後、地下に伝えられた事が記されている。後者には「尭空」 （実隆） 識語が見えるが、直後に紹巴以下の名前が付されている。海野圭介氏は、長享二年（一四八八）正月二十日に実隆が宗祇か
ら「古今切紙」と「源氏三ヶ事」の「面授」を受けたことを実証して

いる。しかしながら、 「この時に宗祇より実隆へと相伝された原本の所在は確認されてい い いう。
長享二年（一四八八）正月二十日には、実隆は宗祇より「古今切紙」と「源氏三ヶ事」の「面授」 （直接向かい合って伝えること）を受けている。　　
今日宗祇法師来、古今切紙、源氏三ヶ事等面授、自愛々々
　

（長享二年正月二十日条）
「源氏三ヶ事」は、 「いのこもちは三かひとつ」 「とのゐものゝ袋」
（
3）
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「揚名介」の三つの秘伝を記す『源氏三箇大事』 （一条兼良『源語秘訣』に関る秘伝書）のことと推測される。この時に宗祇より実隆へと相伝された原本の所在は確認されていないが、近時、池田和臣により報告 同氏所蔵 三条西実條（一五七五―一六四〇） 関連の資料の中に、 「三ヶ条につきて謬説ともあり、而る とり用□□□もたき事也、明応四年八月十三日」の識語 「被成□□之下宗祇一 」 端裏書のあ 切紙、 「右源氏物語三ヶ秘事以相伝之正説所授能州刺史左衛門佐義総也、大永四年六月吉日
　
桑門
尭空」の識語のある伝授書がある。 「能州刺史左衛門佐義総」は能登の守護大名・畠山義総（一四九一―一五四五） 。 『実隆公記』大永四年（一五二四）六月二十四日条には、 「宗碩来、明後日早朝可進発云々、能州書状□伝之、源氏三ヶ秘説事 有相伝之子細 同伝遣之」と、宗碩（一四七四―一五三 ）を介し交流 ったに畠山義総に「源氏三ヶ秘説」を送る旨の記事が見える。池田紹介の伝授書はこの時に実隆から畠山義総へと伝えられた『源氏三箇大事』に基づく転写と推測される。
実隆公記により、 『三箇』 が宗祇から実隆に相伝されたことは間違いないであろう。しかしながら、実枝 与えた稙通への証明状には、実隆の名が見えない
四
　
二種類の秘伝
岷江入楚を検討すると、 「聞」 「聞書」 「或抄御説」として記された
注には、三条西家において継承された秘伝とは異なる内容の注が見られることがあった。また、明星抄に「箋曰」として記された内容には、「秘」として記された注とは異なる内容の記述が見られる。こうした

ことから、三条西家の秘説は、家の外に出す時に形を変えることがあると推定できる。あるいは『三箇』も 家の外 出す めに作られたのではないだろうか 『三箇』の内容については稿を改めて検討 たい。（注）（１）
　
以下、引用は『続文学篇』による。
（２）
　
引用は古今集古注釈書集成による。
（３）
　「始発期の三条西家古典学と実隆
―
『実隆公記』に見える『古今和歌
集』の講釈と伝授を中心に」 （ 『中世の学芸と古典注釈』平
23　
竹林舎）
（４）
　「岷江入楚の「聞」 「聞書」 」 （ 『中京大学国際教養学部論叢』平
26・
11） 、
「岷江入楚の「秘」と「聞」 「聞書」 」 （同
　
平
27・
3）
（
4）
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